
第１編　第１章　運動の表し方
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本問題１３ P6　プロセス３ 基本例題２（１）

基本問題１４ P6　プロセス４ 基本問題１０（１）

発展例題１ 基本例題２（２） 基本問題１２

発展問題２２ 基本問題１０（２）

発展問題２7

P6　プロセス５ P6　プロセス６

基本問題１９ P6　プロセス７

発展例題２ P6　プロセス８

発展問題２５ 基本問題１８

基本問題３５ P15　プロセス２ P15　プロセス１

基本問題３６ P15　プロセス３ 基本例題４

基本問題３８ 基本例題５ 基本問題２８

発展例題３ 基本問題３３ 基本問題２９

発展例題５ 基本問題３４ 基本問題３０

発展問題４３ 基本問題３５ 基本問題３１

発展問題４４ 基本問題３６ 基本問題３２

発展問題４５

発展例題４ P15　プロセス５ P15　プロセス４

発展例題５ 基本例題７ 基本例題６

発展問題４６ 基本問題４０ 基本問題３９

発展問題４７ 基本問題４１

発展問題４８ 基本問題４２

発展問題５０

発展問題５１

発展問題５２

発展問題５３

自由落下がわかる。
複雑な鉛直方向における落体
の運動がわかる。

複雑な水平投射や斜方投射が
わかる。

鉛直投げ下ろし、鉛直投げ上
げがわかる。

斜方投射がわかる。 水平投射がわかる。

反対向きの速度が合成でき
る。また、反対向きに進む２物
体の相対速度がわかる。

同じ向きの速度が合成できる。
また、同じ向きに進む２物体の
相対速度がわかる。

負の向きの加速度で運動する
物体の状態を説明できる。

正の向きの加速度で運動する
物体の状態を説明できる。

2 加速度

3
落体の
運動

鉛直方向に
おける落体
の運動

水平投射と
斜方投射

加速度とは

評価基準
内容単元

速度の合成
相対速度

異なる向きの速度が合成でき
る。また、平面上を運動する２
物体の相対速度がわかる。

A B C

1 速度



第１編　第２章　運動の法則（その①）
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

P31　プロセス３ P31　プロセス１ P31　プロセス５

P31　プロセス４ P31　プロセス２ 例題１

基本問題６４ 基本問題６１ 例題２

基本問題６５ 基本問題６２ 演習問題１０１

基本問題６６ 基本問題６３ 演習問題１０２

演習問題１０３

演習問題１０４

演習問題１０５

演習問題１０６

演習問題１０７

演習問題１０８

基本例題９ 基本例題８ 基本問題６７

基本問題７２ 基本問題６８ 基本問題７１

基本問題７３ 基本問題６９

基本問題７４ 基本問題７０

発展例題７ 発展例題６

発展問題７８

発展問題８１

発展問題８３

単元 内容
評価基準

A B C

力の名称がわかり、図示す
ることができる。

重力の大きさ、弾性力の大き
さを求められる。

力とそ
のはた

らき
1

力の種類と
その大きさ
力の合成と

分解

力の分解ができ、分力や力
の成分の大きさを求めること

ができる。

力のつりあいの関係から、力
の大きさを求めることができ
る。また、作用・反作用の関
係と力のつりあいの関係の
ちがいを説明できる。

2
力のつ
りあい

力のつりあい
作用と反作

用

作用・反作用の関係の力を
図示し、力のつりあいから力
の大きさを求めることができ
る。

平面上における力のつりあ
いの関係から、力の大きさを
求めることができる。



第１編　第２章　運動の法則（その②）
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本問題９３ 基本例題１０ P41　プロセス２

基本問題９４ 基本問題８７ P41　プロセス３

例題５ 基本問題９１ 基本問題８４

基本問題９２ 基本問題８５

例題４ 例題３

演習問題１０９

基本問題９０ 基本問題８９ 基本例題１１

演習問題１１２ 演習問題１１１ 基本問題８８

発展問題１２１ 演習問題１１０

発展問題１２３

発展問題１２４

演習問題１１７ 基本例題１３ P41　プロセス５

演習問題１１８ 基本例題１４ P41　プロセス６

発展例題８ 基本問題９７ P41　プロセス７

発展例題９ 基本問題９８ 基本例題１２

発展問題１１９ 基本問題９９ 基本問題９５

発展問題１２０ 基本問題１００ 基本問題９６

発展問題１２５ 演習問題１１３ 発展例題８

発展問題１２６

P31　プロセス７ P31　プロセス６

基本問題７５

基本問題７６

基本問題７７

発展問題８０

発展問題８２

水平面上において、糸で連
結された２物体の運動方程
式を立て、加速度や力を求
めることができる。

接触する２物体について、運
動方程式を立て、加速度や
力を求めることができる。

単元 内容
評価基準

A B C

圧力の意味合いを理解し、
大きさを求めることができる。

力のつりあいを用いて、摩擦
力を求めることができる。

3
運動の
法則

１物体の運
動

斜面上で運動する物体や力
を斜めの方向に加えた物体
について、運動方程式を立
て、加速度や力を求めること
ができる。

鉛直面上で運動する物体に
ついて、運動方程式を立て、
加速度や力を求めることがで
きる。

摩擦を受ける
運動

公式だけではなく、運動方程
式を応用して、摩擦力を求め

ることができる。

公式だけではなく、運動方程
式を用いて、摩擦力を求める

ことができる。

圧力
力のつりあいなどを用いて、
圧力や浮力などを求めること
ができる。

公式から水圧を求めることが
できる。

水平面上で運動する物体に
ついて、運動方程式を立て、
加速度や力を求めることがで
きる。

２物体の運
動

連結された２物体の運動方
程式を立て、加速度や力を
求めることができる。



第１編　第３章　仕事と力学的エネルギー（その①）
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本問題１４５ 基本例題１７ P70　プロセス１

基本問題１４６ 基本問題１８ P70　プロセス２

発展問題１６１ 基本問題１４１

基本問題１４２

基本問題１４３

基本問題１４４

基本問題１４７ P70　プロセス３

基本問題１４８

基本問題１４９ P70　プロセス４

基本問題１５０

ばねの弾性
力による位置
エネルギー

ばねの弾性力による位置エ
ネルギーと仕事の関係を用
いることができる。

基本問題１５１
ばねの弾性力による位置エ
ネルギーを公式から求めるこ
とができる。

P70　プロセス５

単元 内容
評価基準

A B C

運動エネルギーを公式から
求めることができる。

1 仕事
仕事

仕事率
物体に摩擦力がはたらく場
合における仕事や仕事率を
求めることができる。

様々な状況における仕事や
仕事率を求めることができ
る。

公式を用いて、仕事や仕事
率を求めることができる。

2
運動エ
ネル
ギー

運動エネル
ギー

運動エネルギーと仕事の関
係を用いることができる。

3
位置エ
ネル
ギー

重力による位
置エネル

ギー

重力による位置エネルギーと
仕事の関係を用いることがで
きる。

重力による位置エネルギー
を公式から求めることができ
る。



第１編　第３章　仕事と力学的エネルギー（その②）
【知識・理解】（※指定している問題は、プログレス物理基礎における該当する内容の問題である）

基本問題１５９ 基本問題１５４ 基本例題１９

基本問題１６０ 基本問題１５５ 基本問題１５２

発展例題１３ 基本問題１５６ 基本問題１５３

発展問題１６５ 基本問題１５７

発展問題１６６

発展問題１６３ 発展例題１２ P70　プロセス６

発展問題１６４ 発展問題１６２ 基本例題２０

基本問題１５８

単元 内容
評価基準

A B C

物体を投げ下した・水平投射
した・斜方投射した場合にお
いて、力学的エネルギー保
存則を用いることができる。

ばねの弾性
力が仕事を
する場合に
おける力学
的エネル

ギー保存則

ばね（水平方向）の弾性力と
摩擦力が物体に仕事する場
合において、力学的エネル
ギー保存則を用いることがで
きる。

物体にばね（鉛直方向）の弾
性力が仕事する場合におい
て、力学的エネルギー保存
則を応用することができる。

ばねの弾性力が仕事する場
合において、力学的エネル
ギー保存則を用いることがで
きる。

4
力学的
エネル
ギー

重力が仕事
をする場合に
おける力学
的エネル

ギー保存則

物体に摩擦力と重力が仕事
をする場合において、力学的
エネルギー保存則を工夫し
て用いることができる。

物体に重力が仕事をする場
合に、力学的エネルギー保
存則を用いることができる。



第２編 第１章　熱とエネルギー
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本問題２６５ P134　プロセス３～６ P134　プロセス１

基本問題２６６ 基本例題３５ 基本問題２６０

発展問題２７５ 基本問題２６１

基本問題２６２

基本問題２６３

基本問題２６４

発展例題２３ P134　プロセス２・７

発展問題２７６ 基本問題２６７

発展問題２７７ 基本問題２６８

発展問題２７８ 基本問題２６９

基本問題２７０

発展問題２７９ P134　プロセス８

基本問題２７１

基本問題２７２

発展問題２８０ P134　プロセス９、１０

基本例題３６

基本問題２７３

基本問題２７４

温度と絶対温度のちがいが
わかる。

単元 内容
評価基準

A B C

1
熱と熱

量
熱と熱量

熱量の保存や熱容量、比熱
と温度の関係を理解してい
る。

簡単な熱量の保存や熱容
量、比熱と温度の関係の問
題がわかる。

4
不可逆
変化と
熱機関

不可逆変化
と熱機関

熱効率について、理解してい
る。

簡単な熱効率に関する問題
がわかる。

3
熱と仕

事
熱と仕事

仕事と熱、エネルギーについ
て理解している。

仕事と熱、エネルギーについ
てわかる。
ジュールの実験がわかる。

2
熱と物
質の状

態

熱と物質の
状態

線膨張率や、潜熱を含む熱
量の保存について理解して
いる。

潜熱や線膨張率について理
解している。



第３編　第１章　波の性質
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本例題４５ P169　プロセス３ P169　プロセス１・２・４

基本問題３３８ 基本例題４４ 基本問題３３３

基本問題３３９ 基本問題３３４

発展問題３５３ 基本問題３３５

発展問題３５４ 基本問題３３６

発展問題３５５ 基本問題３３７

基本問題３４６ 基本問題３４４ P169　プロセス６

基本問題３４７ 基本問題３４５ 基本問題３４３

発展例題２９

公式を用いて、波の要素が
わかる。

単元 内容
評価基準

A B C

1 波
波の要素

横波と縦波

グラフや波の式など、計算
して、波の要素がわかる。
また、縦波の横波表示を理
解している。

グラフや波の式など、計算
して波の要素がわかる。ま
た、横波と縦波のちがいが
わかる。

2
波の伝
わり方

波の重ねあわせ
定常波

波の反射

入射波と反射波によって生
じる定常波について理解し
ている。

時間経過する場合におけ
る波の重ね合わせ、および
定常波の特徴を理解してい
る。

重ねあわせの原理を理解
し、合成波が作図できる。



第３編　第２章　音
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

P182　プロセス２～
４

P182　プロセス１

基本問題３６２

基本問題３６３

基本問題３６４

基本問題３６５

基本問題３７０ 基本例題４８ P182　プロセス５・６

基本問題３７１ 基本問題３６９

基本問題３７２

発展問題３８２

発展問題３８３

発展例題３１ 基本例題４９ P182　プロセス７

発展問題３８４ 基本問題３７３

発展問題３８５ 基本問題３７４

発展問題３８６ 基本問題３７５

基本問題３７６

音の性質がわかる。

単元 内容
評価基準

A B C

2

発音体
の振動

と共
振・共

鳴

弦の振動

弦に生じる定常波の形と波
の式などを組み合わせて、
複雑な弦の振動が理解で
きる。

弦に生じる定常波の形と波
の式などを組み合わせて、
弦の振動において波の要
素を求めることができる。

1 音 音の性質
いろいろな音の要素につい
て計算できる。

弦に生じる定常波の形と波
の式から、波の要素を求め
ることができる。

気柱の振動

気柱に生じる定常波の形と
波の式などを組み合わせ
て、複雑な気柱の振動にお
いて波の要素を求めること
ができる。

気柱に生じる定常波の形と
波の式などを組み合わせ
て、気柱の振動において波
の要素を求めることができ
る。

気柱に生じる定常波の形と
波の式から、波の要素を求
めることができる。



第４編　第１章　物質と電気
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

基本問題４８１ P236　プロセス１・５ P236　プロセス２

基本例題６３ 基本問題４７５

基本例題６４

基本問題４７４

基本問題４７８

発展問題４９２ 基本問題４７７ P236　プロセス３・４

発展問題４９３ 基本問題４７９

基本問題４８０

公式を用いて、ジュール熱
や電力を求めることができ
る。

2
電流と
電気抵

抗

電流と電気
抵抗

オームの法則や既習事項
を用いて、複雑な回路の
電流、電圧、抵抗値を求め
ることができる。

オームの法則や公式用い
て、さまざまな電気回路の
電流、電圧、抵抗値をもと
めることができる。

公式を用いて、抵抗値や
抵抗率を求めることができ
る。

3
電気と
エネル
ギー

電気とエネル
ギー

ジュール熱、電気量と電力
について理解し、複雑な問
題を解くことができる。

ジュール熱、電気量と電力
について理解し、問題を解
くことができる。

単元 内容
評価基準

A B C

1
電気の
性質

電気の性質



第４編　第２章　磁場と交流
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

直流と交流の違いを説明で
きる。

1
電流と
磁場

磁場
円形電流がつくる磁場、および
ソレノイドについて理解してい
る。

直線電流がつくる磁場につい
て理解している。

磁場について理解し、磁力
線を描くことができる。

電磁誘導
電磁誘導、およびレンツの法
則について理解している。

モーターのしくみを理解してい
る。

電流が磁場から受ける力
の向きがわかる。

2
交流と
電磁波

交流と電磁
波

変圧器について理解してい
る。

電磁波の性質を理解してい
る。

単元 内容
評価基準

A B C



第５編　第１章　エネルギーの利用
【知識・理解】（※指定している問題は、セミナー物理基礎＋物理における該当する内容の問題である）

単元 内容
評価基準

A B C

語句や数値の意味合いを理
解している。

1

エネル
ギーと
その利

用

エネルギーと
その利用

知識に加え、計算することに
よって、必要な値を求めるこ
とができる。


